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岸和田市公共施設等総合管理計画　　進捗スケジュール

 

 

 

 

 

●懇話会 

●出前講座 

 

 

●進行管理シート 

       

総量削減策・有効活用策 

●予算化への取組み 

●自主点検の取組み 

●進行管理シート 

       

総量削減策・有効活用策 

●工事優先順位付け 

●自主点検の取組み 

 

 

 

 

●懇話会 

●出前講座 

 

第○圏域 

第△圏域 

ワークショップ 

拠点施設の議論 

<公民館・学校> 

拠点施設の議論 

<○○施設> 

 建築物系 
  『公共施設最適化計画』 （平成28年3月） 

 

    最適化計画に基づく種類別施設 

     個別施設計画 （ ～平成32年度） 

『公共施設等総合管理計画』（平成28年2月） 

第１期計画期間 

個別施設計画 （実施計画）  策定予定期間 

計画期間 （平成47年までの20年間）  

計画期間 （平成47年までの20年間）  

計画実施期間 

 最適化計画に基づく種類別施設 
   個別施設計画 （ ～平成32年度） 

２９年度 ３０年度 
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第1回公共施設マネジメント検討委員会（2017.11.21）
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第 1回公共施設マネジメント検討委員会（2017.11.21） 

 

■『公共施設等総合管理計画』を取り巻く全国的な傾向  

 

                                           

                                            

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

▼『公共施設マネジメントの一層の推進について』（平成 28年総務省通知抜粋） 

 総合管理計画については、同計画及び個別施設ごとの長寿命化計画（個別施設計画）に基づく施設の点検・診断や集約化・複合化等の取組を着実に実施するとと

もに、実施した取組の結果等を踏まえ、計画の不断の見直しを行い、一層の充実を図ることが重要です。（略） 

 

 

 

▼ 岸和田市の取組み 

・『岸和田市公共施設のあり方に関する基本方針』（Ｈ25）、 『岸和田市公共施設等総合管理計画』『岸和田市公共施設最適化計画』（Ｈ28） 

・個別施設計画の策定（～Ｈ32） 

 

 

 

 

 

 

 ＊個別施設計画（実施計画）のイメージ 

施設情報（建築年度、延床面積等） 期間 施設の状態 方向性 実施時期 事業費と効果 考え方（優先順位等） イメージ図 

●●体育館（S52、2,000㎡） 
H30～ 

H32 

旧耐震基準 

未補強 
廃止 Ｈ32 19,700（千円） 築年順、施設評価⑦ 

         

 

△△センター（S54、1,500㎡） 
H31～ 

H34 

旧耐震基準 

耐震補強済 
複合化 Ｈ34 30,000（千円） 築年順、施設評価⑦ 
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A B A・B 

・総合管理計画の策定状況（平成 29年 9月現在、総務省公表 ） 

都道府県及び指定都市 100％  市区町村 99.4％  

      流れは総合管理計画から個別施設計画へ 

● 全国的に個別施設計画の策定段階へ移行している自治体が多い。 

（ 湯沢市、明石市、横須賀市、上越市、東京都板橋区 etc ） 

 有利な起債や補助金等の提供で、公共施設マネジメントは実行推進段階に。 

 計画が未策定だと、起債や補助金獲得に悪影響を及ぼすおそれあり。 

個別施設計画の構成内容（案） 

1. 実施計画の全体像（数値目標、削減効果額、削減面積など） 

2. 個別施設の取組み内容（施設情報、スケジュール、方向性、削減効果、手法、施設の評価結果、イメージ図） 

  3. 市民意見の聴取結果 

公共施設最適化計画 

個別計画 


